
【感染症発生動向調査事業から】 
  
     

  

 

 
  

    

 

 

   

 

    

  

  

 

   

       

    
   

高齢者を対象としたインフルエンザ予防接種を開始しました 

今、何の病気が流行しているか！

第３９週報告数第１位 

令和４年９月２６日（月）～令和４年１０月２日（日）〔令和４年第３９週〕の感染症発生状況 

第３９週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）感染性胃腸炎 ３）ヘルパンギーナでした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は２．３２人と前週（３．１９人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は１．９２人と前週（１．４９人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

ヘルパンギーナの定点当たり患者報告数は０．６２人と前週（０．５７人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

第３９週報告数第３位 

第３９週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和４年１０月４日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

 川崎市では、高齢者の方を対象に、令和４年１０月１日からインフルエンザ

の定期予防接種を開始しました。新型コロナウイルス感染症の流行開始以来、

インフルエンザの報告数は激減していましたが、今年は８月末以降、少数です

が報告されています。同様に、過去２年間インフルエンザの流行がみられなか

った南半球のオーストラリアでは、令和４年５月から６月にかけて報告数が急

増しました。今後、我が国でも同じような流行がみられる可能性があります。 

インフルエンザの流行に備え、今年 

度に限り、高齢者の予防接種費用の自 

己負担分が助成され、無料で予防接種 

を受けることができます。対象の方は 

接種を御検討ください。 

◆対象者 
 川崎市内に住民登録のある方で、次の①又は② 
にあてはまる方 
① 接種日に６５歳以上の方 
② 接種日に６０歳～６５歳未満の方で 
・心臓、腎臓、呼吸器の機能障害（障害１級程 

度）のある方 
・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 
（障害１級程度）のある方  

◆実施期間と回数 
 令和４年１０月１日～１２月３１日の間に１回 

◆接種を受けられる場所 
 川崎市予防接種個別協力医療機関 
（市が指定した市内約６８０か所の医療機関） 
接種の際は、住所及び年齢を確認できるもの（健康保険証 
等）をお持ちください。 

 
 

高齢者を対象とした定期の 
インフルエンザ予防接種 

川崎市におけるインフルエンザ発生状況（５年間） 

 

 


